
概要版 

茅ヶ崎市 
男女共同参画に関する市民意識調査報告書 

 

 

 

茅ヶ崎市では、市民の皆様の男女共同参画に関する家庭、地域、職場など様々な場における意

識や実態等を把握し、次期「男女共同参画推進プラン」策定の基礎資料とすることを目的として

「男女共同参画に関する市民意識調査」を実施しました。 

この冊子は、「男女共同参画に関する市民意識調査」の主な結果をまとめたものです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令 和 ２ 年 １ 月 

茅 ヶ 崎 市 

✥ 調査の概要 

調査地域 茅ヶ崎市全域 

対 象 者 市内在住の 18 歳以上の男女 3,000 人 

抽出方法 住民基本台帳による無作為抽出 

調査方法 郵送配布・郵送回収 

調査期間 令和元年８月 26 日～９月 13 日 

回収結果 
有効回収数：1,293票 

有効回収率：  43.1％ 

調査内容 

 男女の平等について    

 仕事と生活の調和（ワーク・ライフ・バランス）について 

 女性の活躍推進について 

 社会参加・地域参加について 

 防災について 

 人権について 

 教育、性の表現について 

 性の多様性について 

 市の取組について 



回答者の属性 
 

     ＜性 別＞        ＜年 齢＞             ＜婚姻状況＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     ＜世帯構成＞        ＜就業の有無＞          ＜就業形態＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ● 男女の平等について 

❖ 「夫は外で働き、妻は家庭を守るべきである」という考え方 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単身（ひとり暮らし）

10.0%

夫婦のみ（事

実婚含む）
29.4%

核家族世帯（親と

未婚の子ども）

39.6%

二世代世帯（親と

子ども世帯）
12.8%

三世代世帯（親と

子ども世帯と孫）

5.3%

その他

2.4%
無回答

0.5%

総数

1,293

 「夫は外で働き、妻は家庭を守るべきである」と

いう男女の役割分担の考え方については、“賛成”

（「賛成」「どちらかといえば賛成」の合計）が全

体の 28.5％、“反対”（「反対」「どちらかといえば

反対」の合計）が 52.2％となっています。“反対”

は前回調査から 15 ポイント増加しています。 

1.4

6.7

10.2

17.9

16.2

8.5

10.5

10.8

17.3

0.5

0% 5% 10% 15% 20%

18歳～19歳

20歳～29歳

30歳～39歳

40歳～49歳

50歳～59歳

60歳～64歳

65歳～69歳

70歳～74歳

75歳以上

無回答

全体(n=1,293)

35.0

3.9

3.0

5.9

2.2

36.4

2.2

11.4

0% 10% 20% 30% 40%

正規の従業員

官公庁などの正規の職員

会社などの役員

自営業主（農林漁業、商工業、
サービス業等家族従業者を含む）

専門職・技術職

（開業医、弁護士、芸術家等）

パートタイマー・アルバイト（契約社員・

派遣社員・在宅ワークを含む）

その他

無回答

全体(n=726)

賛成

4.2%

どちらかとい

えば賛成

24.3%

どちらかといえば

反対

27.7%

反対

24.5%

わからない

17.2%

無回答

2.1%

総数

1,293

結婚している・パー

トナーと同居してい

る（事実婚含む）

71.9%

結婚していない

15.7%

結婚していたが離婚・

死別した
11.2%

無回答

1.2%

総数

1,293

女性

58.2%男性

40.8%

その他

0.1%
無回答

0.9%

総数

1,293

仕事をして

いる

56.1%

以前は仕事をして

いたが、今はして

いない

38.1%

仕事をしたこ

とがない

4.6%

無回答

1.2%

総数

1,293
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❖ 男女の地位の平等の考え方 
 

 

 

男性が非常に優遇

12.0

13.7

2.1

34.2

5.6

10.3

20.6

11.7

どちらかといえば男性が優遇

40.4

47.6

14.3

40.1

26.6

32.3

54.0

59.3

平等

27.8

22.0

58.3

11.3

35.3

30.7

10.1

12.5

どちらかといえば女性が優遇

7.2

4.9

2.3

0.7

4.3

5.7

1.9

2.4

女性が非常に優遇

1.7

1.2

0.5

0.3

0.2

0.5

0.4

0.8

わから

ない

7.3

6.7

18.2

9.9

23.9

16.4

10.0

10.2

無回答

3.6

4.0

4.3

3.5

4.1

4.1

3.1

3.2

家庭生活

職場

学校教育の場

政治の場

自治会やNPOなどの

地域活動の場

法律や制度の上

社会通念、慣習、

しきたりなど

社会全体

総数=1,293 単位:％

男性が非常に優遇

17.1

4.6

17.3

8.5

3.1

0.6

39.3

26.9

7.2

3.2

14.7

4.0

27.4

11.4

16.2

5.3

どちらかといえば男性が優遇

44.1

35.3

46.1

49.7

15.3

12.7

39.3

41.4

30.0

22.0

34.3

29.2

48.2

61.5

57.9

61.1

平等

21.2

37.2

19.9

25.2

56.8

61.1

6.8

18.0

30.8

41.4

25.1

38.5

8.2

13.1

10.1

16.1

どちらかといえば女性が優遇

5.3

9.9

3.7

6.6

1.3

3.8

0.3

1.3

3.9

4.9

3.9

8.5

1.3

2.7

1.2

4.2

女性が非常に優遇

1.2

2.5

0.4

2.3

0.4

0.8

0.1

0.6

0.4

0.0

0.0

1.3

0.1

0.8

0.4

1.3

わから

ない

6.5

8.2

7.8

4.7

18.7

17.1

10.4

8.7

23.8

24.1

17.8

14.4

11.3

8.0

10.5

9.5

無回答

4.5

2.5

4.8

2.8

4.4

4.0

3.9

3.0

4.0

4.4

4.2

4.0

3.5

2.7

3.7

2.5

女性(753)

男性(527)

女性(753)

男性(527)

女性(753)

男性(527)

女性(753)

男性(527)

女性(753)

男性(527)

女性(753)

男性(527)

女性(753)

男性(527)

女性(753)

男性(527)

単位:％

家庭生活

法律や制度の上

自治会やＮＰＯなどの

地域活動の場

政治の場

学校教育の場

職場

社会通念、慣習、

しきたりなど

社会全体

 多くの分野について“男性優遇”（「男性の方が非常に優遇されている」「どちらかといえば男性の方

が優遇されている」の合計）という意識が強く、『政治の場』『社会通念、慣習、しきたりなど』『社

会全体』ではそれぞれ７割強を占めています。 

 『自治会やＮＰＯなどの地域活動の場』『法律や制度の上』では、女性で“男性優遇”が「平等」を

上回っているのに対し、男性では「平等」が“男性優遇”を上回っており、男女で意識の違いが見ら

れます。 

男性優遇 女性優遇 

男性優遇 女性優遇 
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 ● 仕事と生活の調和（ワーク・ライフ・バランス）について 

❖ 家庭における役割分担 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

❖ 家事・育児に費やす時間 
 

 

 

 

 

 

 

 

          ＜平日＞                  ＜休日＞ 

 

 

 

 

 

 

主に夫

（男性）

1.3

5.4

3.7

2.9

23.2

2.5

9.7

16.6

17.0

0.1

0.2

0.2

3.0

1.8

夫（男性）が主で

妻（女性）が補助

2.5

6.0

3.8

2.2

9.8

3.8

6.5

17.6

10.0

0.9

0.5

3.8

3.9

1.8

夫婦（男女）

で概ね半々

6.3

11.8

14.7

9.1

13.0

15.2

11.8

41.3

23.5

15.3

9.5

35.5

15.5

12.7

主に妻

（女性）

71.0

51.8

54.3

68.6

34.6

50.1

60.8

13.0

38.4

38.4

52.3

21.4

42.6

18.4

妻（女性）が主で

夫（男性）が補助

12.5

18.4

17.5

11.0

13.7

22.5

3.8

4.6

3.5

20.8

13.8

13.9

12.4

6.9

他の家族や行政の

サービスを利用

0.5

0.3

0.5

0.3

0.8

0.3

0.1

0.0

0.0

0.2

0.1

0.0

0.2

0.8

行って

いない

1.1

0.8

0.4

0.8

0.2

0.5

2.3

1.6

2.0

16.0

15.8

16.8

14.7

46.1

無回答

4.8

5.5

5.1

5.2

4.7

5.2

5.2

5.3

5.5

8.4

7.8

8.5

7.7

11.5

食事の支度

食事の後片付け、食器洗い

掃除

洗濯

ゴミ出し

日常の買い物

日常の家計の管理

高額な商品購入の決定

預貯金など財産の管理

子育て全般

病気の時の子の看護

子どものしつけ・教育方針の

決定

地域（学校を含む）行事への

参加

高齢者・障がいのある

家族・親族等の介護

総数=930
単位:％

 『高額な商品購入の決定』『子どものしつけ・教育方針の決定』を除く各項目とも、“女性”（「主に

妻（女性）」「妻（女性）が主で夫（男性）が補助」の合計）が担っているという回答が、“男性”（「主

に夫（男性）」「夫（男性）が主で妻（女性）が補助」の合計）が担っている、「夫婦（男女）で概ね

半々」を上回っており、『食事の支度』『洗濯』では“女性”が８割前後を占めています。 

 家事・育児に携わる平均的な時間として、３時間未満であるという回答が平日で６割強、休日でほ

ぼ６割となっています。 

 平日の“３時間以上”は女性で 49.6％、男性で 6.8％であり、休日の“３時間以上”は女性で 50.0％、

男性で 16.0％です。家事・育児に費やす平均的な時間は、平日・休日ともに女性が男性を大幅に上

回っています。 

30分

未満

19.6

6.5

38.5

30分以上１

時間未満

14.9

7.3

25.6

１時間以上３

時間未満

29.5

33.1

24.3

３時間以上５

時間未満

17.6

26.4

5.1

５時間以上

８時間未満

7.9

12.6

0.9

８時間

以上

6.6

10.6

0.8

無回

答

3.9

3.5

4.7

全体（1,293）

女性（753）

男性（527）

単位:％

30分

未満

13.2

6.0

23.5

30分以上１

時間未満

13.6

6.8

23.1

１時間以上３

時間未満

33.0

34.0

31.9

３時間以上５

時間未満

17.6

24.6

7.6

５時間以上８

時間未満

8.0

10.8

4.2

８時間以

上

10.4

14.6

4.2

無回

答

4.2

3.3

5.5

全体（1,293）

女性（753）

男性（527）

単位:％

男性 女性 
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❖ 女性が職業を持つことについての考え方 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

❖ 生活における「仕事」「家庭生活」「地域生活」「個人生活」の優先度 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 現実  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 希望  

 

 

 

 

 

仕事

17.7

9.3

29.8

家庭

19.3

26.0

9.9

地域

0.2

0.4

0.0

個人

4.2

2.7

6.3

仕事と

家庭

18.9

19.3

18.4

仕事と

地域

0.5

0.3

0.9

仕事と

個人

5.1

4.6

5.9

家庭と

地域

2.4

2.7

2.1

家庭と

個人

8.8

11.3

5.5

地域と

個人

0.5

0.3

0.8

仕事と家庭と

地域

1.3

1.1

1.7

仕事と家庭と

個人

3.8

5.2

1.9

仕事と地域と

個人

0.1

0.1

0.0

家庭と地域と

個人

2.0

2.7

0.9

わから
ない

3.1

3.1

3.2

無回
答

12.1

11.2

12.7

全体(1,293)

女性(753)

男性(527)

単位:％

仕事

2.0

1.1

3.4

家庭

8.4

8.2

8.7

地域

0.3

0.3

0.4

個人

11.5

11.7

11.0

仕事と

家庭

7.5

6.5

8.7

仕事と

地域

0.2

0.1

0.2

仕事と

個人

6.0

5.3

7.0

家庭と

地域

2.2

1.5

3.4

家庭と

個人

15.1

16.9

12.9

地域と

個人

1.7

1.7

1.7

仕事と家庭と

地域

3.6

2.9

4.6

仕事と家庭と

個人

16.6

19.3

12.9

仕事と地域と

個人

0.9

0.3

1.7

家庭と地域と

個人

9.4

10.5

8.0

わから
ない

2.9

3.1

2.7

無回
答

11.8

10.8

12.7

全体(1,293)

女性(753)

男性(527)

単位:％

 生活での「仕事」「家庭生活」「地域生活」「個人生活」の優先度について、『現実』は、「家庭生活が

優先」（19.3％）、「仕事と家庭生活が優先」（18.9％）がともに高く、「仕事が優先」（17.7％）、「家庭

生活と個人生活が優先」（8.8％）が続きます。 

 『希望』としては、「仕事と家庭生活と個人生活を優先したい」が 16.6％で最も高く、「家庭生活と

個人生活を優先したい」（15.1％）、「個人生活を優先したい」（11.5％）、「家庭生活と地域生活と個

人生活を優先したい」（9.4％）が続きます。 

 「子どもができてもずっと職業を続ける方がよい」が 41.8％で最も高く、「子どもができたら職

業をやめ、大きくなったら再び職業（常勤）を持つ方がよい」（18.4％）、「子どもができたら職業

をやめ、大きくなったら再び職業（パート）を持つ方がよい」（18.2％）が続きます。 

 前回調査から今回調査にかけて、「子どもができてもずっと職業を続ける方がよい」が増加して

おり、今回調査では「子どもができてもずっと職業を続ける方がよい」が「子どもができたら職

業をやめ、大きくなったら再び職業（常勤）を持つ方がよい」「子どもができたら職業をやめ、大

きくなったら再び職業（パート）を持つ方がよい」の合計を上回っています。 

職業を持た

ない

0.5

0.8

1.0

結婚するまでは職

業を持つ

2.2

4.2

4.5

子どもができるま

では職業を持つ

5.0

6.0

6.4

ずっと職業を続

ける

41.8

30.9

37.4

子どもが大きくなったら再

び職業（パート）を持つ

18.2

27.4

21.1

子どもが大きくなったら

再び職業（常勤）を持つ

18.4

20.1

21.1

わからな

い

11.2

9.7

7.4

無回
答

2.7

0.9

1.2

今回調査(1,293)

前回調査(1,304)

前々回調査(1,616)

単位:％
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 ● 女性の活躍推進について 

❖ 女性活躍推進法という言葉の認知状況 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

❖ 女性活躍推進に必要なこと 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 女性が政治や企業活動、地域などあらゆる分野において活躍するために必要なこととして、「出

産、育児、介護休暇を男女とも取りやすくする」が 40.9％で最も高く、次いで「補助的な仕事を

女性だけにさせるような性別での役割分担をなくす」（31.2％）、「労働時間を短くするなど調整

して、男性も女性も地域や家庭とのかかわりができるようにする」（30.0％）、「政治や企業活動、

地域活動の意思決定の場に女性をもっと参画させる」（28.8％）が挙げられています。 

 「聞いたことがあり、内容も知っている」が

7.9％、「聞いたことはあるが、内容は知らない」

が 42.8％であり、全体の５割強が「女性活躍推進

法」という言葉を聞いたことがあることがわかり

ます。「聞いたことはなく、内容も知らない」は

44.5％となっています。 

45.6

30.0

29.0

26.0

31.9

26.8

22.2

14.2

10.8

1.7

4.6

34.7

32.8

31.5

32.8

24.3

28.8

20.9

16.1

13.3

3.8

4.6

0% 10% 20% 30% 40% 50%

女性(n=753) 男性(n=527)

40.9

31.2

30.0

28.8

28.7

27.8

21.8

15.0

11.7

2.6

4.6

0%10%20%30%40%50%

出産、育児、介護休暇を男女とも取りやすくする

補助的な仕事を女性だけにさせるような

性別での役割分担をなくす

労働時間を短くするなど調整して、男性も女性も

地域や家庭とのかかわりができるようにする

政治や企業活動、地域活動の意思決定の

場に女性をもっと参画させる

幼少時からの男女平等教育を充実させる

パートや正規社員といった就労形態を問わず、

同一価値労働を同一賃金とする

職場でセクシュアル・ハラスメント、

パワーハラスメント防止のための取組を強化する

女性の意識を高めるような学習の機会を確保する

企業などに男女共同参画についての

啓発事業をおこなう

その他

無回答

全体(n=1,293)

聞いたことがあり、内容も

知っている

7.9%

聞いたことはあ

るが、内容は知

らない

42.8%

聞いたことはなく、

内容も知らない

44.5%

無回答

4.9%

総数

1,293
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 ●  防災について 

❖ 防災分野で女性の視点を活かすために重要なこと 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

必要

40.6

28.8

23.7

18.0

32.6

62.7

47.1

35.0

どちらかと

いえば必要

45.6

49.7

46.3

49.4

49.4

28.2

37.9

44.2

あまり必要

ではない

6.7

12.3

19.8

23.0

9.4

2.4

7.3

12.5

必要ない

1.2

1.9

3.4

2.9

1.7

0.5

1.2

2.6

無回答

5.8

7.3

6.7

6.6

6.9

6.1

6.4

5.8

防災訓練や防災研修会への女性の

積極的な参加に努める

母親教室、乳幼児教室、ＰＴＡ活動等、

女性が多く集まる団体への研修・訓練

女性消防職員や女性消防団員の育成、

役員への女性の登用

女性が積極的に参加する自主防災

組織の結成の促進

災害時ボランティア登録など多様な

人材の確保

女性や乳幼児等に配慮した

避難所機能の確保

男女別のニーズに配慮した避難所

などでの支援マニュアルの充実

避難所運営の際の女性リーダーの配置

総数=1,293

単位:％

必要 不要 

7 

 各項目とも“必要”（「必要」「どちらかといえば必要」の合計）が６割以上を占めており、『女性

や乳幼児等に配慮した避難所機能の確保』『防災訓練や防災研修会への女性の積極的な参加に努

める』『男女別のニーズに配慮した避難所などでの支援マニュアルの充実』では９割前後となっ

ています。 

 一方、『女性が積極的に参加する自主防災組織の結成の促成』『女性消防職員や女性消防団員の育

成、役員への女性の登用』では“不要”（「あまり必要ではない」「必要ない」の合計）が２割台

となっています。 



● 人権について 

❖ 配偶者・パートナー間における暴力行為への考え方 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

❖ 配偶者・パートナーからの暴力の被害経験 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

暴力に

あたる

96.7

92.8

49.0

48.5

81.4

69.7

80.7

82.7

暴力にあたる場合も

そうでない場合もある

0.9

4.7

35.0

33.6

11.7

18.1

13.9

10.6

暴力には

あたらない

0.2

0.1

9.8

10.8

1.7

5.8

2.2

2.6

わから

ない

0.3

0.3

3.6

4.1

2.6

3.6

0.7

1.5

無回答

1.9

2.1

2.6

2.9

2.6

2.9

2.5

2.6

なぐる、ける、引きずり回すなどの

暴力をふるう

大声でどなったり、刃物などを

持ち出しておどす

何を言っても長期間無視し続ける

交友関係、電話、メールなどを

細かく監視する

嫌がっているのに性的な行為を

強要したり、避妊に協力しない

見たくないのに、ポルノビデオや

ポルノ雑誌を見せる

「誰のおかげで食べていけると思っているんだ」

「甲斐性なし」「おまえはバカだ」などと

相手をののしる

給料を取り上げたり、生活費を渡さないなど

経済的圧迫をする

総数=1,293

単位:％

 配偶者や恋人などパートナーとの間に行われた行為について、『なぐる、ける、引きずり回すなどの

暴力をふるう』『大声でどなったり、刃物などを持ち出しておどす』をはじめ、多くの行為について

「暴力にあたる」が８割以上を占めています。 

 一方、『何を言っても長期間無視し続ける』『交友関係、電話、メールなどを細かく監視する』では

「暴力にあたる」が５割をやや下回っており、「暴力にあたる場合もそうでない場合もある」が３割

台となっています。 

 配偶者や恋人などパートナーから、何ら

かの身体的暴力、精神的暴力、性的暴力、

経済的暴力を受けたことがあるという

回答は、全体の 17.5％となっています。

被害あり

17.5%

被害なし

73.1%

無回答

9.4%

総数

1,293
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❖ どこに（誰に）相談したか、相談しなかった（できなかった）理由 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 相談先  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 相談しなかった理由  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 暴力被害を受けた際の相談先として、「友人・知人」（25.4％）、「配偶者以外の家族」（13.9％）、

「親類」（9.6％）、「警察」（5.6％）が挙げられています。その一方で、「どこにも（誰にも）相談

しなかった（できなかった）」が 44.9％を占めています。 

 相談しなかった理由としては、「相談するほどではないと思った」が 46.3％で最も高く、次いで

「相談しても無駄（解決につながらない）だと思った」（28.7％）、「自分（被害者）さえ我慢すれ

ば何とかこのままやっていけると思った」（23.5％）、「どこ（誰）に相談して良いのかわからなか

った」（15.4％）となっています。 

25.4

13.9

9.6

5.6

5.0

3.3

2.6

2.3

1.7

1.3

1.0

3.3

44.99.6

0% 10% 20% 30% 40% 50%

友人・知人

配偶者以外の家族

親類

警察

市役所の相談窓口・電話相談等

家庭裁判所、弁護士

医師、カウンセラー

県の相談窓口・電話相談等

民間の支援団体

民生委員・人権擁護委員

同じような経験をした女性やグループ

その他

どこにも（誰にも）相談しなかった（できなかった）

無回答

全体(n=303)

46.3

28.7

23.5

15.4

14.0

11.0

10.3

5.1

4.4

2.9

1.5

0.7

0.7

14.7

3.7

0% 10% 20% 30% 40% 50%

相談するほどではないと思った

相談しても無駄（解決につながらない）だと思った

自分（被害者）さえ我慢すれば何とかこのままやっていけると思った

どこ（誰）に相談して良いのかわからなかった

恥ずかしくて誰にも言えなかった

自分（被害者）にも悪いところがあると思った

他人を巻き込みたくなかった

相談したことがわかると仕返しにもっとひどい暴力を受けると思った

そのこと（暴力）について、思い出したくなかった

子どもに危害が及ぶと思った

周囲の人がＤＶを信じてくれないと思った

恋人同士の時は優しかったので、いつか変わってくれると思った

相手（加害者）は反省する時があり、「この人には私がいないとだめなんだ」と思った

その他

無回答

全体(n=136)

9 



● 教育、性の表現について 
 

❖ メディアリテラシーという言葉の認知状況 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

❖ メディアでの性別役割分担や性・暴力表現に対する考え方 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 「聞いたことがあり、内容も知ってい

る」が 12.1％、「聞いたことはあるが、

内容は知らない」が 18.7％であり、全

体の３割強が「メディアリテラシー」

という言葉を聞いたことがあることが

わかります。一方、「聞いたことはなく、

内容も知らない」が 66.8％となってい

ます。 

 テレビ、新聞、雑誌などのメディアにおける性表現・暴力表現について、『そのような表現を望ま

ない人や、子どもの目に触れないような配慮が足りない』『社会全体の性に関する道徳観・倫理観

が損なわれている』では“思う”（「非常にそう思う」「ややそう思う」の合計）が６割台となって

います。 

非常にそ

う思う

11.4

13.5

17.6

13.5

22.6

ややそ

う思う

44.5

42.8

43.8

41.6

44.9

あまりそう

思わない

31.5

31.6

27.5

32.4

22.5

そう思

わない

6.6

6.2

5.3

6.3

4.3

無回答

6.0

6.0

5.9

6.2

5.7

女性のイメージや男性のイメージについて

偏った表現が目立つ

女性の性的側面を過度に強調するなど、

行き過ぎた表現が目立つ

社会全体の性に関する道徳観・倫理観が

損なわれている

女性に対する犯罪を助長する恐れがある

そのような表現を望まない人や、子どもの

目に触れないような配慮が足りない

総数=1,293

単位:％

聞いたことがあり、内容も

知っている

12.1%

聞いたことはあ

るが、内容は知

らない

18.7%

聞いたことはなく、

内容も知らない

66.8%

無回答

2.4%

総数

1,293

思う 思わない 
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● 性の多様性について 
 

❖ 自己の性別や恋愛対象となる性別について悩んだことの有無 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

❖ 周囲の性的マイノリティの存在 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

❖ 性の多様性を認め合う社会構築のため必要な取組 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 悩んだことがあるという回答は全体の

3.9％となっています。 

 「いる」が 8.4％、「いると思う」が

7.5％であり、周囲に性的マイノリテ

ィの人が存在することを意識して

いるのは全体の１割台半ばです。一

方、回答者全体の６割は性的マイノ

リティの人の存在を意識していま

せん。 

 「教育現場での啓発活動や配慮

（性の多様性の講演会や授業、制

服やトイレの配慮）」が 75.1％で

最も高く、次いで「社会制度の見

直し」（56.1％）、「性的マイノリテ

ィを含めた多様性を認め合う条

例の制定」（42.8％）、「専門の相談

窓口の設置」（40.1％）が挙げられ

ています。 

77.1

53.9

45.3

38.0

42.6

22.0

13.2

1.5

2.9

0.2

72.0

59.7

39.3

43.7

31.4

27.4

17.0

1.6

2.2

0.3

0% 20% 40% 60% 80%

女性(n=523) 男性(n=318)

75.1

56.1

42.8

40.1

38.3

24.1

14.6

1.5

2.6

0.2

0%20%40%60%80%

教育現場での啓発活動や配慮

社会制度の見直し

性的マイノリティを含めた多様性を

認め合う条例の制定

専門の相談窓口の設置

同性パートナーシップ制度の導入

性の多様性について理解を

深めるためのコミュニティスペース

市の広報誌やホームページ、

講演会などの啓発活動

その他

わからない

無回答

全体(n=845)

いる

8.4%

いると思う

7.5%

いない

29.1%

いないと思う

31.2%

わからない

20.3%

無回答

3.4%

総数

1,293

ある

3.9%

ない

93.1%

無回答

3.0%

総数

1,293
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● 市の取組について 

❖ 男女共同参画社会を実現するために市が力を入れるべきこと 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ぜひ力を入

れるべき

22.1

15.8

17.0

29.7

22.7

23.0

19.9

19.6

36.8

29.1

45.5

18.1

32.9

48.1

35.1

16.4

17.6

29.9

26.5

力を入れ

るべき

43.7

47.3

43.0

45.0

46.3

38.9

44.5

42.8

46.4

43.0

40.4

38.7

47.6

37.4

45.4

44.8

40.2

45.9

45.0

どちらで

もよい

23.7

26.9

29.9

16.6

23.0

28.3

25.9

28.5

10.5

19.6

8.3

33.4

11.9

7.9

12.9

30.0

32.8

15.6

19.6

あまり力を入れ

なくてもよい

2.5

2.5

2.4

1.8

1.2

2.7

2.2

1.9

0.5

1.3

0.7

2.7

1.2

0.9

0.8

1.9

1.9

1.5

1.6

力を入れな

くてもよい

1.6

1.0

1.4

0.9

0.7

2.0

1.5

1.2

0.3

0.9

0.4

1.1

0.6

0.5

0.4

0.9

1.4

1.1

0.9

無回答

6.3

6.5

6.3

6.0

6.0

5.1

6.0

6.0

5.4

6.0

4.8

6.0

5.8

5.2

5.4

6.0

6.1

6.0

6.4

男女平等の考え方を社会全体に

浸透させるための啓発事業の充実

女性への意識啓発や相談体制の充実

男性への意識啓発や相談体制の充実

学校における男女平等教育の推進

社会教育・生涯学習の場での学習の充実

高齢者の社会参画の促進

審議会など政策・方針決定の場への

女性の積極的登用

リーダー養成など女性の人材育成の推進

結婚、出産、子育て、介護のために退職した人の再就職に

役立つ学習機会や相談事業などの就労支援の充実

職場における男女平等な取り扱いについての周知徹底

仕事・子育て・介護などを両立するために

必要な公的サービスの充実

国際社会の男女共同参画に向けた取組の

情報提供や国際交流の推進

ＤＶやセクハラ等に関する啓発や被害者への支援の充実

児童虐待、高齢者虐待防止に関する啓発や相談体制の充実

検診体制や健康相談など健康に関わる事業の充実

女性の生き方に関する情報提供や交流の場、

相談や学習ができるセンター機能の充実

市役所内の男女共同参画の推進

生活困難を抱える人への支援の充実

男女差別をなくすために批准、制定された法律等情報の周知

総数=1,293

単位:％

茅ヶ崎市男女共同参画に関する市民意識調査報告書 概要版 

令和２年１月発行        

【発行】茅ヶ崎市 文化生涯学習部 男女共同参画課  

〒253-0044 神奈川県茅ヶ崎市新栄町 12-12 茅ヶ崎トラストビル４階 

     TEL:0467-57-1414 FAX:0467-57-1666 

 『仕事・子育て・介護などを両立するために必要な公的サービスの充実』『児童虐待、高齢者虐待防

止に関する啓発や相談体制の充実』『結婚、出産、子育て、介護のために退職した人の再就職に役立

つ学習機会や相談事業などの就労支援の充実』『検診体制や健康相談など健康に関わる事業の充実』

『ＤＶやセクハラ等に関する啓発や被害者への支援の充実』では“重要”（「ぜひ力を入れるべき」

「力を入れるべき」の合計）が８割以上となっています。 

 特に『仕事・子育て・介護などを両立するために必要な公的サービスの充実』『児童虐待、高齢者虐

待防止に関する啓発や相談体制の充実』は「ぜひ力を入れるべき」が４割台半ばから５割弱となっ

ており、回答者がこれらの取組を特に重要視していることがわかります。

重要 重要ではない 
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